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平成 25 年度第３回 市民活動運営支援事業部会審査結果について 
 
１ 市民活動推進ファンド登録団体の選考について 
  横浜市市民活動推進ファンド団体登録要綱の申請要件に照らし、２団体について審査を

行いました。※表１のとおり 
 
２ 市民活動推進ファンド助成金申請について 

(1) 助成内容 

平成 26 年度第１回に登録団体が行う市民公益活動に係る事業の経費について行い

ました。今回は、平成 26年３月７日までに受領確認ができた寄附金を活用します。 

(2) 審査 

    登録団体からの助成金交付申請内容について審査基準に基づき審査を行いました。 

(3) 申請状況 10事業 4,022,600円 

(4) 交付結果 ９事業 3,816,600円 

   ※表１のとおり 
 
３ 横浜市市民活動推進ファンド団体登録要綱等の改正について 
 (1) 横浜市市民活動推進ファンド団体登録要綱 第３条 

   （６）前事業年度の事業報告書 → 前事業年度の活動報告書 

   （７）前事業年度の収支計算書 → 前事業年度の活動計算書 

(2） 横浜市市民活動推進ファンド団体登録要綱（第２号様式：団体の概要書） 

    横浜市市民活動推進ファンド登録団体助成金交付要綱（第２号様式：事業計画書） 

理事、監事又は社員の中に横浜市市民協働推進委員会委員又は横浜市市民活動運営

支援事業部会委員がいるかを確認するため、様式を変更します。 

貴団体の理事、監事又は社員の中に横浜市市民協働推進委員会委員又は横浜市市民

活動運営支援事業部会委員はいますか？はい（委員名：      ）・いいえ 
 
４ よこはま夢ファンドの寄附の新たな活用について 

  よこはま夢ファンドの寄附の新たな活用について（資料６）の各協議事項について審議

しました。 
 
５ 平成 26 年度よこはま夢ファンド事業予算について 
(1) 平成 26 年度横浜市市民活動支援人材バンク事業助成金 予算（案） 

   予算 450,000円（25年度予算 135,000円） 

内容 15,000円×30 回分 アドバイザー派遣経費の一部助成 

(2) 会計・労務等講座（市民活動支援センター委託） 

予算 750,000円（25年度予算 750,000円） 

内容 会計・税務等講座、労務講座、プロのＮＰＯをつくるための講座 
 



６ 平成 25 年度第２回市民活動推進ファンド助成金事業の中止申出書について 
 (1) 団体名 

特定非営利活動法人 横浜移動サービス協議会 

 (2) 団体概要 

    「移動の権利は基本的人権の一つ」であると考え、移動支援に関わる団体・個人が

連携し、その活動形態の違いを活かし協働することにより移動困難な人に対して、 

１．移動の手段を確保できること２．移動に関する権利が社会的に保障されること

上記の実現に関する事業を行い、あらゆる人が自分らしく生きることに深く結びつ

く、移動の自由に寄与することを目的としている団体です。 

 (3) 事業内容 

    事業名「おでかけサポート・フェスティバル」 

      障がいや高齢のために外出できない方と支援者が共に楽しめるイベントを開催

し、交流を深め、移動支援サービスについての情報を広く知ってもらう。 

      障がい当事者と共にイベントの企画運営を行い、チャレンジドコンサートの開催、

活動発表。 

 (4) 助成金交付金額 

８４４，０００円 

(5) 申出内容 

別紙のとおり 

 (6) 審議結果 

    申出書のとおり承認しました。 

 
７ 横浜市市民活動運営支援事業部会開催日 
 平成 26 年３月 10 日（月） 

 
（参考）横浜市市民活動運営支援事業部会名簿 

 氏名 所属等 

部会長 名和田 是彦 法政大学 法学部 教授 

専門委員 泉 一弘 特定非営利活動法人 ふらっとステーション・ドリーム理事長 

専門委員 清水 靖枝 長屋門公園歴史体験ゾーン 事務局長 

専門委員 堤 剛史 横浜信用金庫 融資部 企業経営支援チーム 

推進委員 時任 和子 特定非営利活動法人 夢・コミュニティ・ネットワーク理事長 
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平成26年度第１回横浜市市民活動推進ファンド登録団体

主な分野 結果

1 情報化社会 登録

2 文化・芸術 登録

平成26年度第１回横浜市市民活動推進ファンド登録団体助成金　交付結果

1
日本ヘルスプロ
モーション協会

180,000円 216,000円 180,000円

2 楠の木学園 3,210,189円 600,000円 600,000円

3 740,000円 740,000円

4 410,000円 410,000円

5
横浜移動サービス
協議会

1,134,000円 1,111,600円 1,111,600円

交付金額団体名

団体あて希望
寄附金額
（平成26年

３月７日現在）

申請金額事業名・事業内容等

団体名

団体概要等

　広く一般県民に対して、「ヘルスプロモーショ
ン」活動の啓発及び指導員の養成等を行い、
地域の高齢者及び青少年の「明るく・楽しく・健
やかな」健康創りと地域の活性化に寄与する
ことを目的としている団体です。

ミニシティ・プラス 1,150,000円

　「学習障害」（ＬＤ）及びその周辺の子どもたち
や小・中学校で不登校だった子、引きこもりで
学習や社会参加の機会をえられなかった若者
たち、高校と養護学校の狭間で行き場を失っ
ている子どもや若者、高校中退の若者などの
ために居場所、学習の場、将来社会に出てい
くための力量を育成する場を提供し、健全な発
達を促すことを目的としている団体です。

　こどもや青少年が創造性や自主性を発揮し
ながら創るまちづくりの体験事業を通して、次
世代の地域まちづくりを担う人材を育成してい
くとともに、広く市民へまちづくりの意義につい
てプロモーションを図ることにより、暮らしやす
い持続可能な地域まちづくりを推進することを
目的としている団体です。

　この法人は、「移動の権利は基本的人権の
一つ」であると考え、移動支援に関わる団体・
個人が連携し、その活動形態の違いを活かし
協働することにより移動困難な人に対して、１．
移動の手段を確保できること２．移動に関する
権利が社会的に保障されること上記の実現に
関する事業を行い、あらゆる人が自分らしく生
きることに深く結びつく、移動の自由に寄与す
ることを目的としている団体です。

【特命子ども地域アクタープロジェクト】
　
　公募から選考された青少年は、アクターと
してまちづくりについて講座等で学び、課題
を抱えるまちづくり団体（公募）とのお見合
い会を経て派遣先を決め、派遣先のまちづ
くり団体の事業に参画し、課題または使命
を解決するため事業計画をつくり、提案す
る。特命終了後、アクターはフォーラムで成
果を報告する。青少年が地域社会に参画
できる場づくりが当たり前になることで、青
少年にとっては生きる力が育まれ、地域に
とってはまちづくりの担い手を育成できる。

【こどもが創るこどものまち「ミニヨコハマシ
ティ」】

　年１回３月の春休みにこどもが創るこども
の仮想のまち「ミニヨコハマシティ」を開催す
る活動がメイン。それに関わるこどもたちの
まちづくり会議を年間通して行っている。こ
どもたちがまちのことを自主的に考え、経
済、社会のしくみを体験するプログラムであ
り、当ＮＰＯでは2007年より継続をかさね、
被災地で出張こどものまちを開く、など横浜
以外の多くのこどもたちと交流してきた。全
国に広がるこどものまちの運営団体との交
流も図っており、年に１回全国大会（今年は
高知で開かれる）に参加している。

インフォメーションギャップバスター

スローレーベル

【楠の木学園を快適な空間とするための空
調設備リニューアル（取り替え）事業】

　木造築20年の建物であり、修繕の必要な
個所が多くみられる。今回は特に老朽化が
進んでいる２部屋のエアコン２台の取り換
え工事を行う。
　今回の空調設備リニューアル事業では、
教室を使用する生徒と、地域の方々のため
により快適な空間を提供し、教育と地域社
会のために役立つ、という楠の木学園の活
動目的の達成に向けて大きな力を発揮す
るものとなることが期待できる。

【ピアカウンセラー養成研修事業】

養成講座：ピアカウンセリングを３つのセク
ション（①利用者の立場、②カウンセラーの
立場、③両者の立場）に分け、講義と演習
研修を受ける。
【講座内容】
カウンセリングとは、来談者中心療法、クラ
イアントと望ましい援助関係等

【チャレンジドサロン運営事業】
　
○公開サロン（月１回）：ミニコンサート、洋
服リフォーム、ミニ研修会、防災訓練等
○しゃべくりサロン、みんなでおでかけ
　　自由におしゃべりしたり、情報交換をし
たりできる居場所づくり
　　仲間が増えて、仲良くなったら、外出し
たい（飲み会含む）
○モニタリング活動（福祉用具のモニター、
福祉施設の調査等）
○広報紙発行
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6
横浜カーフリー
デー実行委員会

0円 170,000円 不交付

7
こんにちは・国際
交流の会

620,000円 200,000円 200,000円

8 WE21ジャパン・旭 20,000円 20,000円 20,000円

9
横浜こどものひろ
ば

450,000円 450,000円 450,000円

10
横浜シュタイナー
こどもの園を育て
る会

50,000円 105,000円 105,000円

4,022,600円 3,816,600円

　横浜市及び横浜市民に対して、カーフリー
デー＆モビリティウィークに関する事業等を行
い、都市の環境保全、都市交通の利便性向
上、福祉のまちづくりに寄与することを目的とし
ている団体です。

　地域で身近に接する人々に対して、国際交
流活動、国際理解活動、国際協力活動並びに
これらに関する学習活動などの事業を行い、
日本人、外国人の交流を進め、相互の理解と
協力関係の向上に寄与することを目的として
いる団体です。

　国際シュタイナー幼稚園連盟と連携し、ルド
ルフ・シュタイナーの理念に基づいて、本法人
に属する横浜シュタイナーこどもの園の運営を
行い維持発展に努めると共に、シュタイナー教
育の実践及び普及活動を通して、こどもの健
全育成及び社会教育の推進に寄与することを
目的としている団体です。

　子どものためのすぐれた芸術・文化活動の
振興を行い、地域において子どもたちの成長
を図り、かつ子ども自身の社会参加の場とし
て、子どもの文化的権利が保障される豊かな
子ども時代の創造に寄与することを目的として
いる団体です。

　地域における環境保全の推進を図るととも
に、アジア各地域の人々の生活向上と自立に
寄与すること及び地域住民の環境・人権・平
和・協力等に関する国際的な意識の自覚を図
ることを目的とする。この目的のため、横浜市
旭区を中心に、資源のリユース・リサイクルを
推進するとともに、アジア等における環境破
壊・抑圧・性差別・戦禍・飢餓・貧困等により生
存生活の困難にさらされている人々に対して、
生活及び自主的活動に関する物的・技術的支
援と助成を進めていく団体です。

団体名 団体概要等 事業名・事業内容等

団体あて希望
寄附金額
（平成26年

３月７日現在）

申請金額 交付金額

【子育てに関わるすべての人（教育者、保
護者など）に対する公開イベント事業】

　体験公開講座・・・こどもとの生活をより深
く楽しむためのヒントやアドバイスが得られ
る会を開いています。
　オープンデイ・・・一般の人々に対し、園を
公開し、遊んだり雰囲気を味わったりする
機会を設けています。
※初申請

【想像力を育む舞台体験事業】

　舞台鑑賞事業
「レッドくんのもくようび」
　ドイツ　タレイアスカンパニー
　日時　５月24日（土）25日（日）４回公演
　場所　岩間市民プラザホール

【横浜カーフリーデー2014】
　
　横浜公園から日本大通りの一部を借り切
り、環境に考慮した電気自動車、水素
カー、ユニバーサルタクシー、自転車、車椅
子等を展示。
　同様な活動をしている他団体の活動報告
発表（展示）を行います。
　都市型交通について楽しみながら考える
ために、出店を募集し、スタンプラリー等を
行い、会場内を散策できるようにします。ま
た、安全教室なども会場内で行い、交通
ルールを守るようにＰＲ活動を行います。

【地域の市民の国際的な意識や理解を高
めるための広報普及を図る事業】

・年４回、ニュースを発行し、活動の広報や
支援先の情報を伝える。外注でカラー印刷
することで、写真によるアピール力を高め
る。
・支援先の様子や団体の活動内容を旭区
役所やショップでの展示を行うことで広報
し、また来場者に説明をする。

【国際交流事業～「バス研修旅行」～】
　
　日本語教室学習者を対象に、バス旅行を
通して、日本の文化・風習に触れる場と、国
籍を超えた国際交流の場を提供する。
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